
愛媛大学教育学部紀要　教育科学　第34巻　王3～25ユ988

感情の構造諭からみた現代青年の特徴

福　丼　康　之
　／教育心理学研究室）

伊　藤　　　徹
　／障害児教育研究室）

（昭和62年ユO月ユ2日受理）

感情の定義

　感情というものを定義しようとするときにいろいろの混乱がみられる。Rapaport，D．（ユ950）

は感情というものを現象面からみると三様の定義のしかたがあるという。

　一つは，直接経験しているものとして言語報告のできるもの，例えば，怒り，恐怖，喜び，

悲しみなど，どう感じているかというふうな，経験の意識からの定義である。

　二つめは，感情にもとづく行動からの定義である。例えば，びっくり仰天する，悲痛な町1・

び声をあげる，恥ずかしくて逃げ出す，なつかしくてすり寄る，というように，観察できる行

動から推測される感情である。

　三つめは，生理学的なプロセスに焦点を当てた定義である。これは自律神経系の賦活や大脳

辺縁系の興奮などを，電気的・化学的変化として測定して，その程度や種類を分類するやり方

である。感情を身体的変化として表現したもの，例えば，立腹する，赤面する，心臓がドキドキす

る，背すじが寒くなる，ガタガタ震える，といったような外から観察できると同時に，本人も

その身体的変化が意識できるものであり，それは感情を示すものとして注目されてきてい
た。

　二つめと三つめは，客観的な定義に近づくが，観察や測定可能な感情にその定義が限られる危険

性がある。しかし，1の意識されるものとしての定義は，さまざまな感情を網羅して巾広いが，主

観的である。そのため意識化され，言語的に表現されるというステップを踏むと，本来の姿か

ら歪曲，修正されてくるという危険性がある。

　感情を表現する言葉と主観的な感1青の意識との結びつきは，経験を通じて獲得されるわけであ

るから，共通した文化や時代によって，言葉に込められている意味的内容にはずれがある。感

情語の翻訳にあたっても，外国語と日本語との間の表現の微妙な差が十分理解できるか疑わし

い。

　個人によっても，感情内容を正確に表現できるかは，豊富な語彙が使えるかどうかによって

ずれが生じる。幼児の感情を聞き出すことはかなり難しい。これは幼児の感情が，使用できる

言葉が増えていくほど分化していくということをも意味している。

　感情を大脳皮質のコントロールの弱化または喪失という観点で定義するという立場もある。

大脳皮質は低次の脳や神経の活動を支配しているので，興奮や葛藤ないしは欲求阻上，あるいは

突然の緊張の弛緩によって，大脳皮質のコントロール機能が低下するか，一時自勺に停止する。突

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13



福井康之・伊藤　傲

然，怒り出したり，泣いたり，笑ったりするのは，そのせいであるというわけだ。しかし，こ

れは激しい情動を説明できても，もっと弱い感情や複雑な感情を説明することができない。

　あるいは，感情は活動水準，特に意識の活動水準の急激な変化によって生じるという説もあ

る。これも激しい感情の興奮は，ときとして，無目的な過剰な身体活動を惹き起こしたりする

し，矛盾した活動の結果，行動の麻樺を惹き起こすという現象を指している。恐怖のあまり，

棒立ちになったりするということはあるが，まれであろう。

　また，疲労，睡眠不足，病気などで気分が悪く活動水準を低下させるということもあり，感

情の種類によって，活動水準が高まったり，低下したりするわけだ。

感情の発達

　新生児から成人まで，感情の意識やその表出は分化発達していくと考えられている。発達して

いくにつれて，今まで感じなかった感情が出現してくるとは考えないで，もとからある感情が

細かく分かれていって，微妙な違いが判るようになるというふうに考えられている。

　　　　　　　　　　　一、。、一、舳舳。■。。舳　　　　　　　　　　Stratton，G．M、（ユ928）は，感情
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　　　　　　iated　emotion．　　　　Stratton（1928）

が，出産時の産声から始まって，最初から表現されている。それ以外のときは，眠っている

か，満足感のような気嫌のよい表現をしている。やがて微笑反応が生じるが，観察していて

も，状況とは対応しないで，くり返し微笑している。

　やがて，母親の微笑に応じて，微笑を返すようになったり，あやされると笑ったりするよう

になる。これは，感情の表現と身体的表現の学習に連ながっている。同じ微笑反応といって

も，周囲からの働きかけによって生じる笑いと，飢えや渇きなど基本的欲求充足による満足感

の表現である微笑とは分化してくる。また，生後2か月くらいで，母親の実物の顔には，口元

だけでなく顔いっぱいの笑いを示し，5～6か月ぐらいになると，実物以外の絵や写真の顔に

は微笑しなくなる。実験で目や口などの配置を変えたバラバラの目鼻の顔の模型には笑いを示

すが，これは親しみの笑いでなく，予想に反した事物に対するおかしさの笑いだとされてい
る。

　泣き声も，空腹による不快感か，眠りを妨げている不快感　　おむつが濡れているとか，着

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14

状態から分化した興奮へと発達

していくと考えた。感情的興奮は

快一不快という快楽の次元と，高

揚と抑制という活性化の次元があ

り，未分化な興奮が分化していく

につれて，恐れ・怒り・愛という

質の違った感情と，この2次元の

軸との組み合せで表現できる感情

が細かく意識できるようになると

している。　（図1）

乳児の感情表現は，不快あるい

は苦痛だと推定できる泣き叫び
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せすぎて暑いからとかの区別も，たいていの母親は聞き分けることができる。

　乳児にとって不快感は，体温の恒常性維持や血液の濃度維持，すなわち，渇きの欲求など生

体のホメオステイシスの維持と栄養の摂取と排泄，呼吸など新陳代謝という生命の存続の危機

に直接連ながっている。これらは乳児自身が障害を除去したり，必要なものを入手することが

できないので，周囲の働きかけに全面的に依存している。

　乳児は信号を送って，周囲からの保護や介助を要求したり，また充足されたことを伝える必要があ

る。何が緊急に必要なのかを伝えるために，泣き声や表情を醐1jすることを，周囲の人物，と

くに母親との相互関係のなかで学習していく。

　おむつが濡れて気持ちが悪い一下半身の体温の低下や排泄器官周辺の皮膚への化学的変化

による刺激による不快感の伝達は，空腹による不快感とは異った叫び声を出さないと的確に処

置してもらえない。

　感情表現の伝達の差異化は，有機体の生命維持と密接に結びついて発達分化してくる。乳児が

自身の感情を意識すること以前に感情表現の分化が生じてくる。感情表現の仕方あるいはその

種類は，困りからの働きかけの仕方と受け取り方の違いによって異なった表現様式が確立して

くる。

　周りの応対がきめ細かいと，細やかな感情表現が確立されてくるし，それに伴って，乳児が

意識する感情も分化の程度も発達し，バラエティに富んだものになる。

　乳児の要求を先どりして，欲求不満を感じないように母親が働きかけると，不快な感」1青を経

験しない。だから，不快な感情を伝える必要がないから，不快感情の分化は進まないし，満足

度の程度を示すこともないので“快一不快の感情も分化が遅れることになる。

　乳児は情緒的に安定した状態を維持できるように思えるが，内的な要求を自発的にf公達する

ことができなくなる。しかし，過大な要求阻止の体験が多いと，不・1央感情が高まり，強度の高

い感情の表現（泣き叫び）と苦痛な感情の意識が多く体験され，デリケートな感情表現と意識

化が発達しない。

　適度な内的刺激（欲求の意識化）と外的な刺激（ガラガラや人形など）が必要なのである。さら

に抱きかかえられたり，身体運動などを通じて。内蔵の圧迫感や筋肉運動感覚などの心地よい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内的刺激による感情の
I 1

for　childr6n
1 I I

i 1 ＾計馳tion 1for　aduIts

1 1 1

I 3 I
…la～ion
@　　　　l

I I 1 」oy　l

　1

ｮCitement
Delight　I

1

I

1 Jea1ousy

I
DiS－reSS
1

1 ＾nger I I

I
Disgust

1 一Fear 1 1 1

I 1

1 i I

Bi㎡h　　　　　3month5　　　6months　　　12month5　　18months　　24months

　　　　　図2．　Early　emotional　develoPment．
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体験を通じて，感情の

分化を促進しているこ

とになる。

　感情の発達分化の図

式として，よく引用さ

れるのは1932年に発表

されたBridges，K．

M．B．の情緒発達のシ

ュマである。　（図2）

　これによると，新生

児は当初未分化な興奮
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から苦痛と嬉しさが分化し，嬉しさは，喜びと得意と愛に分化し，苦痛は怒りと嫌悪と恐怖に

分化する。

　ストラットンもブリッシーズも，新生児は情緒が最初は未分化であると考えていた。しか

し，行動主義者のWatson，J．B．は1929年の著書で，感情は当初から，3つの次元があって，

Xは恐怖，Yは怒り，Zは愛という基本感情があるとしている。たとえば恐怖については①突

然支えを失ったとき，②眠りかけや目覚めかけている状態で突然ベッドをゆり動かしたりした

とき，③突然の大きな音を聞いたときに無条件に生じるという。そのときに乳児は大きな呼吸

をし，手あたり次第にしがみつき，目を閉じ，口をすぼめて，それから泣き叫ぶという反応をす乱

　暗闇を怖がるのは，偶然暗い所で大きな音を聞いたりした経験で，条件づけられているから

だという。生後発達分化する多様な恐怖感情は生まれつきの3つの恐怖刺激と結びついた条件

づけのせいだと主張した。

　怒りは乳児の運動を妨害すると生じる。その反応は，泣き叫び，身体の硬直，手足をバタバ

タして，一瞬一自、を．I」二める。この感情は，自前を束縛するあらゆることへと拡大されていく。

　愛は，身体の性感帯への優しい刺激から拡がる。そうすると，微笑，のどをくっくっと鳴ら

す（gurgling），気持ちのよい声を出す（COOi㎎）という反応が生じる。

感情の分類

　感情を客観的に研究するには，表出された感情表現を分類するという方法がとられた。当然

のことであるが，研究者は一番顕著に感情表出が出現するものとして顔面表情の違いに着目し

た。

　表情の科学的研究の始まりは，進化論者のチャールス・ダーウィンとされている。その後の

表情研究は主として，顔面表情を見て正確に感情が判断できるかということに集中していた。

それは表情を示す写真や絵をいくつかの感情に分類するという研究であった。

　Woodworth，R．S．（ユ938）はこれまでの研究を分析して，感情は次の6つのカテゴリーに

分類できるということを示した。

　①io．e（愛），mirth（陽気），happiness（幸福）

　②surprise（驚き）

　③fear（恐れ），sufferi㎎（苦しみ）

　④a㎎er（怒り），deteminatゆ（決断）

　⑤d1sgust（嫌悪）

　⑥co・tempt（軽べつ）

　ウッドワースの共同研究者であったSchlosberg，H．（ユ941）はFrois－Wittma㎜，J．F．が研

究に使った俳優の表情写真72枚を用いて，この6つのカテゴリーに分類させた。同じことを3

回やらすと，⑥軽べつに分類されていた写真が，ときどき被験者によって，⑤嫌悪か①愛の

どちらかに分類されることがあり，この6つの感情のカテゴリーは並列的な分類ではなくて，

⑥軽べっと①愛とは連続して，円環状になっているのではないかと彼は考えた。　（図3．）

　分類に用いたフロア・ウイットマンの使用した表情写真だけの特別の傾向ではないことを，

彼は他の人物の表情写真を用いて，同様の結果を確認している。

　シュロスバーグは，さらにこの感情の6つのカテゴリー分類の円環が，快一不快と注意一姫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ6



感情の構造論からみた現代青年の特徴
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　　　　　　　図3．　Facial　expressions　which　were　classi圭ied　into　one　of

　　　　　　　　six　response　categories．Modified｛rom　Schlosberg　（工952）

否の2つの次元からなっていることを見出した。彼によると，あらゆる表情はこの2つの直交

した2次元の平面のどこかに位澄づけられるというわけである。

　1954年には，シュロスバーグは，この2次元の軸に直交する賦活水準（緊張一眠り）の第3の

軸を付け加え，立錐型の情動の3次元モデルを提唱したのである。賦活水準が低下して，眠り

の極に達するとあらゆる情動間の差異がなくなってしまうので，賦活水準の軸の眠りの方は立

錐型の頂点になっている。　（図4．）

　感情分類の表情写真を用いた古典的研究というべき研究は，その後，次のような理由で，研

究の方向が転換されてしまう。

　研究に用いられた写真が，たいていは俳優の表情写真であるため，実際場面での表情とは

違って舞台の上での観客と俳優との暗黙の了解のもとで判断されている作られた表情であると

いう批判である。

　顔面表情は，それだけでは判断が困難で，状況と合せて理解され，文脈の中で正確に判断さ
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　　　　　　　　　Sch五〇sberg　（工954）

れている。だから，研究のために使用され

る表情写真は状況と時間的な連続が必要で

あり，動く表情写真が必要であり，映画

フィルムやビデオを使った研究が待たれる

ことになった。

　しかし，それでも，使用される顔面表情

の刺激の数は限定されるので，そのような

研究から得られた結果は，一般化できるか

疑問視される。

　しかし，これらの研究は，多彩な感情に

は，なにか一貫した基本的な構造があるの

ではないかということを示唆している。

感情語の研究

　感情の研究の別のアプローチは，感情を

表す言葉から，感情を分類する研究であ
る。

　代表的な研究としてはDavi室z，J，L．
　　　　　　　　　　　　　　　　ン　u　ソ
の研究がある。彼は1969年にロジェの同義

ラ　ス

語辞典から，感情語を400語選び出し，40人被験者に，その中から感情語だと思う語を自由に選

んでもらった。その中で王37語が全員一致で選び出された。

　一方，30人に感情を経験したときの状態を示す記述を求め，556の文章が得られた。さらに50

人の被験者に556の感情経験を述べた文章を，137の感情語からデビッツが直観的に選び出した

代表的な感一1昔語50語に分類させた。最終的には50人の被験者の3分の1以上の一致したものを

選び，50の感情語がそれぞれどのような状況かを述べた文章で説明されてい’る感情語辞典がで

きあがった。

　この感情語辞典から，少なくとも3つの感情語の説明に使われている文章を215選び出して

分類をすると，12のクラスターに分類できることが判かった。そして12のクラスターは4つの

次元に並べられこともわかった。4次元に配列されるクラスター分類は次のとおりである。

　　賦活水準　　①賦活　　　　　　②賦活過少　　　　　　　③賦活過大

　　関係性　　④前向き　　　　　⑤分離　　　　　　　　　⑥対立

　　快楽傾向　　⑦愉快　　　　　　　⑧不愉1央　　　　　　　　⑨緊張

　　能力感　　⑩高揚　　　　　　⑪無能力一不満足　　　　⑫不適切
　デビッツの分類の4つの次元のうち，賦活水準，関係性，一快楽傾向の三次元は，シュロスバ

］グの緊張一眠りく賦活水準），注目一拒否，快一不快の3次元と対応ができる。

　すなわち，感情は，強さ，方向，快一不1央という3次元の構造を持？ているということがわ

かる。
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感情の構造

　感情は，愛と憎，喜びと悲しみといったふうに両極構造をもっている。このことは常識的な

判断からも理解されるが，McDougall，W．（192ユ）をはじめ，Sk1㎜er，B．F．やTo㎞an，E．C、な

ど著名な行動心理学者たちも感情の二極性について語っている。

　特に，恐怖と怒りは両極の感情であるということを行動論的に示している。感情はそれに引

き続いて行動を生起させる。これは一情動は行動の動因として働くという，伝統的な考えからで

ある。恐怖は対象から逃げるとか避けるという行動を引き起し，怒りは対象に対する接近と攻

撃という行動を生起する。

　また，B口rt，C．，Catte11，R．B．，Guilford，Jl　P．といったパーソナリティの因子分析的研究

者たちも，それぞれの人格特性の因子について二極構造を示していることからも，人格特性因

子が，感情語とかかわりが強いので，感一1青の二極構造を示唆していることになる。

　感情語を主観的な判断で分類させると，いくつかの感情語は他の感情語と重なって分類され

る。Block，J．（1954）は大学生に感情語を，高い一低い，赤一線，早い一遅い，といった形容詞

の対になった評定尺度で評定させた。使用された評定法は，オズグッドのS　D法である。

　その結果，ブロックは，いくつかの感情語が類似した群に意味上分けられることを見出した。

例えば，誇り，得意，愛，満足といった感情語は類似しており，その反対の極の悩み，侮辱，

罪，悲嘆はお互いに類似していた。そして，第／のグループは第2のグループの語の評定値と

反対の値を示していた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　感一1昔語の強度差は，研究者によっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て違った表現がされているが，エネ

　　　　　　　　　　　肋側ソ
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　　　図5．　A　mu三tidimensiona－model　o｛the

　　　　　emotions．　　　　　　　P1utchick　（1980）

　これによると，従来，4方向または6種類とされていた基本感情は，プラッチクによると8

種類あるということになる。彼はこの8種の感情を1次感情と呼ぶ。両極をなしている感情同

士は，色彩の補色関係のように特別の関係にあって，相対立し両極の感情が剛1寺に共存するこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ9

ルギーの大きさの程度を示してい

る。それは賦活水準とか覚醒水準と

いった語で示されている二

　Plutchik，R．は玉962年に感情の両

極性と強度，それとともに類似した

感情は隣接した位置にある，という

考えから，色彩の立体モデルに似た

感情の立体モデルを考案した。これ

は図5に示されるようにピーナッツ

あるいはラグビーのボールを半分に

割った様な形をしている。このモデ

ルは1980年に出版された彼の著書か

ら転載したものであるが，対になっ

ている感情の名称や配列の位置が，

最初発表されたとき（1962）と，

若干修正されている。
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とは難しくその場合にはアンヒバレンツな混乱した感情を体験することになる。

　隣接する感情は，色彩では混合色を生じるように両者の中問的な感情が形成される。

　立体図で」二部の断面に表示されている感情が一番強度が強く，下へ行くほど強度が弱まって

くる。一番下部では興奮が低下して，眠りの状態となり感情はほとんど意識されない。8つ

の基本感情に沿って垂直に強度の違いとして区別される感情があるわけだが，立体モデルで

示されるように，命名されているすべての感情が整然と同じ小ブロックの積木のように存在し

ているわけではない。
　　　　　　　　　　　　　アシアブリッジド　　　　　　　　　シーソラス
　プラッチクはウェブスター非省略大英語辞典とロジェの同義語辞典から，デビッツが試み

たように，感情語を収集した。異なった次元毎に多数の同義語が見付かったが，これら感情の同
　　　　　　　　　　　　　　不ガテイブ
義語の4分の3は不快なあるいは否定的な意味合いを持つものだった。われわれが感情を識別

するのに，否定的な言葉で表現することが多いことに彼はおどろいている。

　それはともかく，このようにして集められた感情語を30人の学生に次のような教示を与え

て，その強度を評定するように求めた。

「ここに感情を記述した語のリストがあります。これらのいくつかは（例えば『驚き』と

『どっきり』のように）意味合いが非常に似ているが，感情の強さの水準の違いを示してい

るものがあります。感情の完全なリストを作成し，それぞれの強さの程度を評定してくださ

い。評定は1から11の尺度値で示してください。1は感情の最も低い強度を意味し，6が中

程度の強度，11は最高の強度です。1からユ1までどの数値を使用してもかまいません。」
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感情の構造論からみた現代青年の特徴

　その結果の代表的な感情語の強度を示したのが表1である。　（）内の数字は評定の平均値

を示している。図5の立体モデルの最強度の感情語の「激怒」「戦傑」「」1光惚、」はほぼ強度ユ0

を示し，「悲嘆」はやや低く8．80である。それらよりやや低い強度の7から8程度の感」1昔語を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8つの基本感情の円環状に示したのが図6で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある。なお，3．O以下の評定値を示す感情語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　才　　　　　　　　はなかったとのことで，感情興奮が低いとそ
　　　　　　　　　　　一　　　　4
　　　　　　　　　　　　豆　　　ダ　　　　　　　　　の差異がはっきりしなくなることを示唆して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いる。

　　　　　伽怖町あ。　　　　　　　　巾ψ

混　合　感情

図6、

紳一

荒

㍉伽

Acrosssectiono｛theemotion
solid．　　　　　　　　Plutchik　（ユ980）

　感情は基本感情の強度差で全てが説明でき

るわけではなく，もっと多彩である。そこ

で，プラッチクは8つの基本感情の両極の感

情を除いて，各基本感情の2個宛の組み合せ

を考え，その混合感情として想像できる感情

を多数の感情語から選び出して対応させると

　PR互MARY　DYADS（m1xture　of　two　adjacent　emotions）

　　　joy＋acceptance＝　l　ove，　friend1iness

　　　acceptance＋fear＝submission
　　　fear＋sHrPrise＝a1arm，　awe
　　　surprise＋sadness＝embarrassment，disappointnlent
　　　sadness＋disgust－m1sel－y，remorse
　　　disgust＋anger＝scorn，　indignation，conte㎜pt，hate，resentment，
　　　anger＋anticipation＝399ression，　stubbor口ness
　　　anticipation＋joy工。Ptimism，c0Hl．age
SECONDARY　DYADS　（mixtures　of　two　emotions，once　removed）

　　」oy＋1ear＝9uI1t
　　　acceptance＋surprise＝curiosity
　　　fear一トsadness＝despair

　　　S口rPrise＋disgust＝？
　　　SadneSS＋ange・一en・y，Sulle㎜eSS
　　　disgust＋anticip日tion＝cynicism
　　　anger＋joy二pride
　　　anticipatior■十acceptance－fat日1ism
TERTIARY　DYADS　（郷ixtures　o正two　emotions，twice　removed）
　　　joy＋surprise＝delight
　　　3cceptance＋sadness＝resign3tion，　sentimentality
　　　fear＋disgust＝shame，　prudishness
　　　sHrprjse＋3nger－o舳’age
　　　sad11ess＋anticipation＝Pessimism
　　　disgust＋joy＝morbidness（？）
　　　anger＋acceptance＝dominance（？）
　　　anticipation一トfear＝anxiety，　caution，　cowardliness

hostnity

表2，　Judg㎜ents　of　emotion　co柵ponents　of　primary，seと。ndary，

　　　and　tertiary　dyads．　　　　　　　　　　　　　　　　　　P1utchik　（ユ980）
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いう手続きを被験者に求めた。

　それを整理したのが表2である。第！次の組み合せは，図7の円環状に示されている中程度

の感情の隣接する感情同士の組み合せである。たとえば，「喜び」と「受容」の隣同士の感情

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の組み合せが，　「愛」，　「友
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　　図7．　Prim3ry　dyads，　secondary　dyads，tert－
　　　　iary　dyads　formed　by　the　combinations
　　　　of　pairs　of　basic　enlo亡ions．

　　　　　　　　　　　　　Modified　from　P1utchik（ユ980）

「受容」と「恐れ」の基本感情と互次混合感情の「愛」　「服従」

混合感情の「罪」と「好奇心」を含む「嬉しさ」の感情である。これらの混合感情を図示した

のが図7である。

　この混合感情を加味した感情の立体構造モデルから，複雑な感情が整理できるだけでなく，
　　　ダイナミックス
感情間の力動がある程度推定可能となる。

　まず，プラッチクが適切な感情語を見出していない2次混合’1青動の「驚き」と「嫌悪」の組

み合わせからなる感情を推定してみよう。「驚き」とその隣の「悲しみ」の組み合せの！次混

合感情は「失望」である。「悲しみ」と「嫌悪」の組み合わせの2次感情は「後悔」である。

「喜び」の反対の極であ亭「悲しみ」が「怒り」と「恐れ」の軸に直交し・「後悔」と「失

望」が混合し，「恐れ」と「驚き」の一次混合感情「畏怖・’警戒」にも「嫌悪」と「怒り」の

1次混合感情「侮辱・憎悪・恨みなど」にならず，しかも「受容」と「予期」の2次混合感情

「あきらめ・運命」に対立する感情とは，これこそ，．「苛立ち」または「焦り」といわれる現

代人の心の中にくすぶり続けている感情そのものではないか。突発してくる予期できない情勢

のなかで驚き唖然とし，受け入れ難い嫌な課題を次々と突きつけられ，ともすれば「悲しみ」

に落ち込んでしまいそうな日常をかろうじて支えているという現代人の生活をイメージすれ

ば，「いらだち」という感情が見えてくるであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22

情」という感情と対応するだ

ろうと判断されたわけであ
る。

　第2次の組み合せは，一っ

離れた基本感情同士の組み合

せで，間にはさまっている感

情を含み込んでいる。たとえ

ば，「喜び」と「恐れ」の組

み合せはその間の「受容」を

包み込んで「罪」の感情を示

す。そして「罪」は二つの1

次混合感情「愛」と「服従」

を含む。

　第3次の組み合せは，二つ

の離れた基本感情同士の組み

合せで示される。間には．二つ

の基本感情が介在し，三つの

ユ次混合感情と，二つの2次

混合感情を含んでいる。　「喜

び」と「驚き」の組み合せは

眼怖」の三つと二つの2次



感情の構造諭からみた現代青年の特徴

　さて，混合感情はその組み合わせが多くなるほど基本感情や1次混合感情より，2次，3次

混合感情の方がより複合して高次の感情になっているようだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　現代社会と感情

　現代生活の申で，旧式で精神的に豊かで，ゆとりのある教養・知識人といった一部の人々を
　　　　　　　　　　　　　センチメンタル
除いて，多くの人々は，今や，感傷的とか，恥らい，ほのぼのとした嬉しさ，楽しみといった
　　　　　　センチメント
感情一かつて情操といわれた洗練された感情は無縁になってきている。

　また，巨大な組織的管理社会に組み込まれているので，　「支配する」といった感情も無縁

だ。そして不思議なことだと思っていたが，以前によく使われていた「不安」という語は影を

ひそめて，今はまさに，基本感情の一つである聡怖」という語がよく使用される。「不安は

対象のない恐れで，恐怖は恐れをいだく対象がある」と，伝統的に心理学の用語でははっきりと

区別して使用されてきている。

　現代は漠然としたいずこから来るか不明な恐れを示す「不安の時代」ではなく，明らかにわ

れわれの生活を脅かす対象は明確であり，横行している悪は，はっきりと何であるかが示され

ている。われわれが脅えるのはだれもが共通理解している巨大商業資本であり，手出しのしようの

ない権力機構である。この得体の知れない怪物が，無力な個人をいつ押しつぶすかわからない

という廠怖の時代」にわれわれは生きているといってよいだろう。

　基本感情が複合して混合感情になっていくほど，もとの純粋な基本感情より強度が落ちてい

くようだ。逆に複合感情を分解していずれか一つの基本感惰へと還元すると，感情の強度が強

くなるのだろうか。相対立する両極の感情は葛藤するわけだから，3次混合感情は対極が少し

ずれてはいても，隣同士の一次混合感情より対立は大きいからエネルギーの衝突による減衰が

あるらしい。

　発達するに従って感情が分化すると考えられていたが，プラッチクの感一1青立体モデルから考

えると，8つの基本感情は人生初期にすでに存在し，生育するにつれて混合感情もしくは複合

感情が意識されるようになることになる。

　より高等な感情であるこの混合感情は，複雑な錯綜した人間関係や状況に身を置いたときに

経験されるわけだから，成人するにつれてあらゆる次元の複雑な状況が経験されなければ，そ

れを意識することはできない。

　そのうえ，状況のなかで経験している感情が，言語的にどう命名されているかを識別しない

と，たとえその感情を経験しても，体系だった記憶として残らない。以前に経験したことがあ

る感情だなと判っても，その感情が生じたときにどう対処するのか判らない。

　そこで，混合感情はより単純などれか一方の極のより低次の組み合せか，基本感情に還元さ

れて意識されることになる。例えば「恥じる」という感情をこれが「恥」であるというふうに

言葉で識別できないと，極端な場合「嫌悪」か「恐れ」のいずれかの基本感情へとその感情を

還元してしまって意識される。そうすると「恥かしい」とは感じないで，単に嫌悪感を持つ

か，恐れの感情を抱くかのどちらかになってしまう。状況として，たとえば，知識のないこ．と

が暴露されだといった場合，恥ずかしいと感じずに，暴露した人物に対して「嫌な奴だ」と

いった感情をいだくか，その人物や状況を恐れて逃げ出してしまう。しかも感情の組み合せが

低次化して，この場合基本感情までに戻るので，賦活水準が上昇して，強度が強くなり，その

感情を動因として生じる行動はエネルギーが高くなって，極端な行動が生じ，その不快な感情

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23
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も強く意識することになるだろう。

青少年と感情

　活字離れをし，文学書が読まれなくなり，映像やコミックばかりに親しんでいる現代人とく

に青少年たちは，感情や気分，あるいは人の気持のデリケートな違いを言語的に識別できる程豊

富な語彙の持ち合わせがない。彼等は自分の経験しているさまざまな感情を，状況の中のイメ

ージとしては記憶していても，言語と対応して記憶体系の中へ貯蔵できないだろうと思える。

イメージによる思考は視覚的映像の姿をとるので，ちょうど夢の中で考えているように直観的

であるが，言語機能による思考のように論理的ではない。

　感情と言語との対応が十分でない場合は，感情の果たす役割は論理的でなく，直観的で予測

ができない。ことばを失っている現代の若者の行動や感情が理解できないのは当然のことであ

ろう。

　両極構造をなしている感情は，一方の極の感情が高まると反対の極の感情は減衰する。恐れ

が増大すればその反対の極の怒りは衰弱する。現代の若者は「怒らぬ若者」とまでいわれてい

る。これは前述したように現代が「恐怖の時代」であり，文化を先どりする若者は，恐れの感

情の増大にどう対処すればよいのかとまどっているのであろう。

　「恐れ」を動因とする行動は逃走である。浅田彰がr逃走論』で書いているように，この逃

走は，「一時的，局所白勺な現象じゃなく，時代を貫通する大きなトレンドの一つの現われなの
　　　　　　　　タイフ　　　　　　　　　　　　　　　スキソイド
だ」そうだ。スキゾ型だけが逃げるのではなく，ただ分裂気質は時代の動きに過敏に反応する

という特徴を持っているので，分裂気質人間の動きが目につくだけなのだろう。

　もし，ここで，怒りの感情が増大したら，恐れの感情ぽ減衰するはずである。しかし，怒り

を向けるべき対象が強大すぎて，脆弱な青年たちはひき下がって，専ら対決を避け，怒りを示

さない。そこで現状を「受容」して「服従」してしまう。これが現代青年の一部に横行する

「過剰適応」という行動タイプである。このタイプの人間には「侮辱」というような感情は減

衰しているし，「皮肉」や「羨望」といった感情は無縁のようである。

　「失望」や「後悔」は「悲しみ」に還元されてしまう。そのような感情の意識を減じるに

は，「愛」や「楽天」的な感情を喚起すればよい。若者たちは母性愛や異性愛を求めるに熱心

であるし，事態を深刻に考えたりすることをあまり好まない。冗談で笑いとばしたり，テレビ

のお笑い番組だけを追いかけて，日常を笑いでやり過ごそうと試みる。

　「嫌悪」と「驚き」の混合感情は「苛立ち」ではないかと先に推定したが，この反対の極は

「あきらめ（運命主義）」である。「失望」　腋悔」　「悲しみ」といった方向をとらずに「苛

立ち」を感じている人たちは「あきらめ」の感情を求めて，救いを得ようとするのだろう。第

3次宗教ブームといわれる現今の新興宗教教団の乱立はこの反映ではないか。「あきらめ」は

第2次混合感情で「予期」と「受容」からなっている感情だ。なにかを期待して待っていると

いう「予期」の感情は基本感情だけでも宗教的なものと結びつき易いことは想像できる。これ

が「喜び」と結合した第1次混合感情は「楽天」主義である。「楽天」の対極は「失望」であ

るから，宗教へ走る若者は，　「失望」という第1次混合感情は強くないのだろう。やはり，

「苛立ち」といった感情の対極としての「あきらめ」を考えると，　「受容」が示すとおり，無

条件で受け容れられているという安心した世界に身を置くことによって得られる感情を強く求

めているということが理解できる。
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　あきらめ」という2次混合感情の二つの基本感情「受容」と「予期」が若者の宗教に求めて

いる基本的な感情だと分析できよう。

　噺人類と宗教』という本を書いた室生忠（ユ986）は，高度消費経済社会に漂う難民のよう

な現代青年が，新・新宗教に求めているものは，絶対者の実在を信じるという実感体験の世界で

あると云っている。知育一辺倒で育てられてきた彼らにとっては，全人間的な重々しい感性体

験の世界は，はじめて知る新鮮な世界であるといえよう。

　しかし，現代の若者たちが感じている日常の耐えがたい抑圧感や疎外感，空虚感といった

「いらだち」と「焦り」の根源には現代の社会を根本的に規定している政治・経済状況がある

という問題意識を持つことなく，安易に宗教へと逃避しているのではないかと室生は指摘して

いる。

　すなわち，「いらだち・焦り」といっ・た自己の感一1青の産1来を問いただすという作業があると

いうこと自体に気付いていないということである。そして，ただ，ひたすら，感情には感情で

対処するといった行動図式しか偏っていないというわけである。もちろん，全ての現代の青年

がそうであるといった安直な普遍化は慎むべきだが，現代という時代は若者にそういった問い

かけをする機会すら用意していないといったら言い過ぎだろうか。

　現代を覆うこの暗うつな感情の問題は，また，別の視点からも考察されるべきものぞもある

ので，その課題は別の論稿に譲りたい。
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